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働く者の立場で政策制
度、組織課題の前進を図
り、将来に亘り安全で社会
に信頼されるJRを築こう！

JR連合

JR連合

  交運労協 第23回交通運輸政策研究集会
「交通政策基本法」
         見直しの議論を

し
た
「
交
通
政
策
基
本
法
」
の

策
定
理
念
を
再
度
振
り
返
り
、

現
状
の
課
題
と
の
差
異
を
解
消

す
る
た
め
に
同
法
の
実
効
性
を

一
層
高
め
て
い
く
た
め
に
も
、

法
改
正
な
ど
の
議
論
が
必
要
で

あ
る
こ
と
を
参
加
者
全
体
で
確

認
し
合
っ
た
。

加
し
、
「
２
０
１
７
年
交
通
重

点
政
策
」
や
鉄
道
特
性
活
性
化

Ｐ
Ｔ
を
は
じ
め
と
す
る
中
長
期

政
策
Ｐ
Ｔ
の
議
論
経
過
を
踏
ま

え
た
発
言
を
行
い
、
交
運
労
協

に
お
け
る
Ｊ
Ｒ
連
合
の
政
策
能

力
を
ア
ピ
ー
ル
し
存
在
感
を
発

揮
し
た
。
２
０
１
３
年
に
成
立

　

５
月
23
〜
24
日
、
Ｊ
Ｒ
連
合

は
、
静
岡
県
熱
海
市
で
開
催
さ

れ
た
第
23
回
交
通
運
輸
政
策
研

究
集
会
に
Ｊ
Ｒ
各
単
組
の
政
策

委
員
ら
15
人
と
と
も
に
参
加
し

た
。
集
会
に
は
全
国
か
ら
各
構

成
組
織
役
員
及
び
地
方
・
県
交

運
労
協
代
表
者
（
う
ち
Ｊ
Ｒ
連

合
出
身
11
人
）
な
ど
総
勢
１
７

０
人
が
参
加
し
た
。

　

集
会
で
は
、
交
通
運
輸
産
業

を
取
り
巻
く
課
題
と
展
望
（
戸

崎
首
都
大
学
特
認
教
授
）
、
睡

眠
呼
吸
障
害
検
診
の
意
義
（
谷

川
順
天
堂
大
学
教
授
）
、
交
通

運
輸
産
業
に
お
け
る
自
動
化
に

つ
い
て
（
伊
藤
筑
波
大
学
教
授
）

の
３
つ
の
基
調
講
演
の
後
、
４

分
科
会
に
分
か
れ
て
討
論
を
行
っ

全国から100人を超える青年・女性組合員が集い、交流を深めた
（左上はユースラリー ロゴマーク）

集会のまとめをする松岡裕次交運労協副議
長（JR連合会長）

医療職の処遇改善を求めるパネルディス
カッションに聞き入るＪＲ連合の参加者

ＪＲ連合作成のグループ労組活動支援のツール

２月14日に開催された総決起集会でグループ労組の支援ととも
に加盟単組の奮闘を促した松岡会長

た
。
第
４
次
産
業

革
命
に
対
す
る
労

働
組
合
の
対
応
、

人
流
に
お
け
る
課

題
、
物
流
に
お
け

る
課
題
、
人
材
育

成
と
確
保
に
つ
い

て
、
テ
ー
マ
ご
と

に
Ｊ
Ｒ
連
合
か
ら

の
出
席
者
ら
は
積

極
的
に
討
論
に
参

　

集
会
で
は
「
医
療
・
介
護
人

材
の
処
遇
改
善
を
！　

〜
誰
も

が
活
き
活
き
と
働
き
続
け
る
た

め
に
〜
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
有

識
者
か
ら
の
講
演
や
、
医
療
や

介
護
に
従
事
す
る
仲
間
よ
り
現

６
５
０
人
が
参
加
し
、
Ｊ
Ｒ
連

合
か
ら
も
医
療
連
絡
会
メ
ン
バ
ー

を
中
心
に
13
人
が
出
席
し
た
。

　

連
合
は
医
療
・
介
護
等
の
支

援
体
制
・
人
材
確
保
の
重
要
性

等
を
話
し
合
い
、
共
通
認
識
を

得
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
毎
年

医
療
と
介
護
を
テ
ー
マ
に
集
会

を
開
催
し
て
い
る
。

　

連
合
は
、
５
月
13
日
、
「
安

心
と
信
頼
の
医
療
と
介
護
２
０

１
７
中
央
集
会
」
を
都
内
で
開

催
し
、
医
療
・
介
護
の
現
場
で

働
く
組
合
員
な
ど
全
国
か
ら
約

く
看
護
師
、
介
護
福
祉
士
が
、

職
員
不
足
等
に
よ
り
医
療
現
場

で
過
酷
な
労
働
が
強
い
ら
れ
て

い
る
こ
と
や
、
介
護
労
働
者
の

処
遇
改
善
に
よ
る
人
材
確
保
が

急
務
で
あ
る
こ
と
な
ど
を
訴
え

た
。

　

翌
14
日
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
「
第

20
回
医
療
連
絡
会
」
を
開
催
し
、

各
単
組
に
お
け
る
医
療
労
働
者

の
労
働
条
件
や
抱
え
る
課
題
な

ど
に
つ
い
て
意
見
交
換
・
共
有

化
を
図
る
と
と
も
に
、
単
組
の

役
員
交
代
に
伴
う
、
新
役
員
体

制
を
確
立
し
た
。

〈
新
役
員
〉

代
表
幹
事　
　
　

森
島　

英
和

（
Ｊ
Ｒ
西
労
組
）

副
代
表
幹
事　
　

有
吉　

大
悟

（
Ｊ
Ｒ
九
州
労
組
）

委　
　

員　
　
　

岩
田　

眞
幸

（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ
ニ
オ
ン
）

状
報
告
及
び
提
起
を

受
け
る
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
、
医
療
と
介
護

の
分
野
で
働
く
労
働

者
の
処
遇
改
善
の
必

要
性
を
確
認
し
た
。

　

ま
た
、
集
会
に
続

き
、
有
楽
町
マ
リ
オ

ン
前
に
て
街
宣
行
動

を
実
施
、
現
場
で
働

像
」
に
つ
い
て
グ
ル
ー
プ
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。労
働

組
合
と
は
、
自
分
や
家
族
、世
の

中
に
と
っ
て
ど
の
よ
う
な
組
織

で
あ
る
べ
き
な
の
か
、
労
働
組

合
と
会
社
は
ど
の
よ
う
な
関
係

で
あ
る
べ
き
な
の
か
に
つ
い
て

意
見
を
出
し
合
っ
た
。
ま
た
、

あ
る
べ
き
姿
と
の
ギ
ャ
ッ
プ
に

つ
い
て
も
話
し
合
い
、
今
後
一

人
ひ
と
り
が
ど
う
行
動
し
て
い

く
べ
き
な
の
か
な
ど
を
話
し
合

い
参
加
者
ら
に
気
付
き
を
与
え

る
よ
う
な
学
習
会
と
な
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・
女
性
委
員

会
は
、
次
代
の
Ｊ
Ｒ
連
合
を

担
う
べ
く
、
引
き
続
き
行
動

指
針
「A

ction C
oncept 

2nd

」
に
も
と
づ
き
、
仲
間
づ

く
り
を
第
一
に
、
安
全
・
政
策
・

組
織
に
関
す
る
課
題
に
つ
い
て

認
識
を
深
め
、
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
と
す
る
。

さ
ら
に
は
Ｊ
Ｒ
連
合
が
抱
え
る

組
織
課
題
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
開
催
し
意
見
交
換
な
ど
を
行
っ

た
。

　

学
習
会
で
は
、
北
海
道
地
方

協
議
会
の
三
星
輝
之
議
長
（
Ｊ

Ｒ
北
労
組
青
女
事
務
長
）
か
ら

Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
公
表
し
た
「
単

独
で
維
持
で
き
な
い
路
線
」
に

つ
い
て
報
告
が
あ
り
、
こ
れ
か

ら
労
使
で
こ
の
状
況
を
解
決
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

説
明
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
新
倉

実
青
・
女
委
員
会
議
長
（
Ｊ
Ｒ

西
労
組
青
女
委
員
長
）
と
播
磨

洋
佑
同
事
務
長
（
Ｊ
Ｒ
東
海
ユ

ニ
オ
ン
青
年
委
員
会
議
長
）
の

進
行
に
よ
っ
て
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に

お
け
る
労
働
組
合
の
現
状
、
Ｊ

Ｒ
総
連
へ
の
革
マ
ル
派
浸
透
問

題
と
そ
の
異
常
性
に
つ
い
て
解

説
し
、
参
加
者
ら
全
員
で
「
あ

る
べ
き
労
働
組
合
・
労
使
関
係

　
Ｊ
Ｒ
連
合
の
青
年
・
女
性
委

員
会
は
、
５
月
27
日
〜
29
日
、

北
海
道
小
樽
市
・
札
幌
市
に
て
、

北
海
道
地
方
協
議
会
の
準
備
の

も
と
、｢

第
22
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー

　

道
〜
な
ま
ら
広
が
る
仲
間
の

環
〜｣

を
開
催
し
た
。

　

今
年
も
全
国
か
ら
１
０
０
人

を
超
え
る
仲
間
が
集
ま
り
、
交

流
ゲ
ー
ム
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
大

会
、
さ
ら
に
は
北
海
道
小
樽
市

と
札
幌
市
内
を
巡
る
チ
ー
ム
対

抗
の
ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
を
行
っ

た
。
あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
あ
っ

た
が
、
新
緑
広
が
る
北
の
大
地

を
体
一
杯
で
感
じ
、
北
海
道
の

恵
み
に
舌
鼓
し
な
が
ら
、
次
代

を
担
う
Ｊ
Ｒ
連
合
の
若
い
仲
間

ど
う
し
が
懇
親
を
深
め
合
い
、

　
Ｊ
Ｒ
連
合
グ
ル
ー
プ
労
組
連

絡
会
は
、
５
月
16
日
、
第
５
回

幹
事
会
を
開
催
し
て
２
０
１
７

春
季
生
活
闘
争
の
状
況
を
報
告

し
合
う
と
と
も
に
、
グ
ル
ー
プ

労
組
賃
金
実
態
調
査
と
総
会
に

向
け
た
協
議
事
項
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
行
っ
た
。

　

２
０
１
７
春
季
生
活
闘
争
に

つ
い
て
は
、
吉
田
祥
司
組
織
部

長
か
ら
各
グ
ル
ー
プ
労
組
の
妥

結
状
況
を
報
告
し
た
。
エ
リ
ア

連
合
に
よ
る
働
き
か
け
も
功
を

奏
し
、
前
回
よ
り
回
答
時
期
が

前
倒
し
さ
れ
て
い
る
。
人
材
不

足
と
い
っ
た
労
働
力
確
保
の
た

め
各
グ
ル
ー
プ
会
社
も
各
単
組

か
ら
の
要
求
に
応
え
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
一
部
で
は

Ｊ
Ｒ
本
体
会
社
を
上
回
る
ベ
ア

額
を
回
答
し
て
い
る
。
と
く
に

Ｊ
Ｒ
東
海
連
合
の
各
単
組
は
５

月
末
か
ら
６
月
に
か
け
て
妥
結

し
て
い
く
こ
と
も
あ
り
、
昨
年

を
上
回
っ
て
ベ
ア
回
答
を
勝
ち

取
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
引
き
続
き
、
残

る
交
渉
中
の
単
組
へ
の
支
援
を

引
き
続
き
行
い
、
Ｊ
Ｒ
産
業
で

働
く
者
す
べ
て
の
労
働
条
件
の

向
上
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　

ま
た
、
幹
事
会
で
は
８
月
給

与
で
実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
労
組

第
14
回
賃
金
実
態
調
査
に
つ
い

て
も
協
議
し
た
。
今
春
季
生
活

闘
争
後
の
賃
金
実
態
を
調
査
し
、

次
回
春
季
生
活
闘
争
交
渉
に
活

用
す
る
デ
ー
タ
づ
く
り
を
行
っ

て
い
く
も
の
と
し
て
、
自
ら
の

賃
金
水
準
の
把
握
に
努
め
る
と

と
も
に
、連
合
の「
地
域
ミ
ニ
マ
ム

で
Ｊ
Ｒ
関
係
労
働
者
に
と
っ
て

相
応
し
い
働
き
方
と
今
後
５
年

間
の
到
達
目
標
を
掲
げ
、
引
き

続
き
そ
の
実
現

に
取
り
組
ん
で

い
く
こ
と
を
確

認
し
合
っ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ

労
組
連
絡
会
と

連
携
し
、
各
グ

ル
ー
プ
労
組
に

お
い
て
、
長
時

間
労
働
の
是
正

や
同
一
労
働
同

　
　
第
26
回
定
期
大
会
の
ご
案
内

と　

き　

２
０
１
７
年
６
月
12
日
13
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

13
日
12
時
ま
で

と
こ
ろ　

東
武
ホ
テ
ル　

レ
バ
ン
ト
東
京

住　

所　

東
京
都
墨
田
区
錦
糸
１-

２-

２

電　

話　

０
３-

５
６
１
１-

５
５
１
１

議　

題　

①
２
０
１
７
年
度
運
動
方
針
案
に

　
　
　
　
　

つ
い
て

　
　
　
　

②
２
０
１
６
年
度
一
般
会
計
剰
余

　
　
　
　
　

金
の
処
分
案
に
つ
い
て

　
　
　
　

③
２
０
１
７
年
度
予
算
案
に
つい
て

　
　
　
　

④
中
央
委
員
の
選
出
に
つ
い
て

　
　
　
　

⑤
そ
の
他

出
席
範
囲

　
　
　
　

①
大
会
構
成
員　
Ｊ
Ｒ
連
合
三
役
・

　
　
　
　
　

 

執
行
委
員
・
特
別
執
行
委
員
、  

　
　
　
　
　

会
計
監
査
員

　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
連
合
大
会
代
議
員
・
特
別

　
　
　
　
　

 

代
議
員

　
　
　
　

②
招
待
者　

地
方
連
合
・
交
運
労

　
　
　
　
　

協
派
遣
専
従
役
員
他

　
　
　
　

③
大
会
会
場
係　
Ｊ
Ｒ
連
合
青
年
・

　
　
　
　
　
　
女
性
委
員
会

運
動
」を

通
じ
て
地

域
に
お
け

る
不
合
理

な
賃
金
格

差
の
是
正

に
取
り
組

ん
で
い
く
。

ま
た
、
Ｊ

Ｒ
連
合
の

「
中
期
労

働
政
策
ビ

ジ
ョ
ン

（
２
０
１

４
〜
２
０

１
８
）
」

一
賃
金
な
ど
の
政
府
に
よ
る

「
働
き
方
改
革
」
の
議
論
を
踏

ま
え
た
対
応
、
育
児
介
護
と
の

両
立
支
援
や
女
性
の
活
躍
推
進

へ
の
対
応
、２
０
１
８
年
４
月

か
ら
始
ま
る
有
期
雇
用
者
の
無

期
転
換
ル
ー
ル
導
入
へ
の
対
応

な
ど
に
つ
い
て
も
取
り
組
ん
で

い
く
よ
う
、
今
後
、
幹
事
会
な

ど
で
協
議
し
て
い
く
。

第
22
回
ユ
ー
ス
ラ
リ
ー
in
北
海
道

北
の
大
地
で
次
代
を
担
う
仲
間
ど
う
し
が
交
流

連
合
・
安
心
と
信
頼
の
医
療
と
介
護
２
０
１
７
中
央
集
会

医
療
・
介
護
の
連
携
強
化
と
働
く
者
の
処
遇
改
善
を

第
20
回
医
療
連
絡
会
で
意
見
交
換
と
役
員
選
出 

Ｊ
Ｒ
連
合
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
５
回
幹
事
会

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
春
闘
も
大
詰
め

92
単
組
中
85
単
組
要
求
、
65
単
組
妥
結
・
う
ち
ベ
ア
39
単
組

（
５
月
25
日
現
在
）

Ｊ
Ｒ
連
合
グ
ル
ー
プ
労
組
連
絡
会
第
５
回
幹
事
会

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
春
闘
も
大
詰
め

92
単
組
中
85
単
組
要
求
、
65
単
組
妥
結
・
う
ち
ベ
ア
39
単
組

（
５
月
25
日
現
在
）



ＪＲ連合平成29年（2017）6月1日

・
定
期
昇
給　

２
１
０
０
円

　
（
本
給
＋
業
務
給
）

・
夏
季
手
当　

社
員
２
・
０
月
、

　

嘱
託
社
員　

社
員
の
基
準
額

　

の
５
割
程
度
を
基
準

・
ベ
ア　

６
０
０
円

第 546号（２）

Ｊ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
労
組
春
季
生
活
闘
争
・
グ
ル
ー
プ
労
組 

各
単
組
妥
結
情
報

昨
年
を
上
回
る
39
単
組
で
ベ
ア
回
答

前
号
か
ら
の
つ
づ
き

相
互
扶
助
・
助
け
合
い

                      

交
運
共
済
30
周
年

  
「
感
謝
の
夕
べ
」を
開
催

みんなで暮らしをガード

近隣の家へ損害を与えたときの「類焼損害保障」、日常生活での賠償事故に備える「個人賠償保障」、
賃貸住宅で火事を起こした場合の「借家人賠償保障＋修理費用」。火災共済とセット加入することで
大型保障を実現します。

オプション保障（類焼損害費用保険、個人賠償責任保険、借家人賠償責任保険＋修理
費用）は、共栄火災海上保険㈱を引受保険会社とする保険契約であり、共済ではあり
ません。詳しい内容は必ずパンフレットおよび重要事項説明書をご確認ください。

火災共済の保障力を、さらにアップさせる新制度。

家族の幸せを災害から守る

火災共済  オプション保障
交運共済 ニュース

B1424401E2144-20150209

※借家にお住まいの方のみ

類焼損害保障 個人賠償保障 借家人賠償保障
＋修理費用

ＪＲ九州住宅労働組合グループ
労組紹介 （ＪＲ九州連合）

　

今
年
４
月
１
日
交
運
共
済
は

「
交
運
共
済
」
に
名
称
変
更
し

て
30
周
年
を
迎
え
た
。

　

交
運
共
済
は
、
国
鉄
時
代
に

国
労
共
済
と
し
て
昭
和
38
年
に

発
足
し
、
Ｊ
Ｒ
発
足
後
は
Ｊ
Ｒ

の
職
域
生
協
と
し
て
「
交
運
共

済
（
全
国
交
通
運
輸
産
業
労
働

サ
ポ
ー
卜
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
。
現
在
、
交
運
共
済
の
加
入

者
は
全
国
で
17
万
３
０
０
０
人

と
な
っ
て
い
る
。

　

交
運
共
済
は
、
組
合
員
と
そ

の
ご
家
族
の
た
め
に
助
け
合
う

相
互
扶
助
を
理
念
と
し
、
民
間

の
生
命
保
険
・
損
害
保
険
と
違
っ

て
営
利
を
求
め
な
い
分
、
少
な

い
掛
金
で
大
き
な
保
障
が
得
ら

れ
る
共
済
制
度
を
提
供
し
て
い

る
。
熊
本
地
震
や
台
風
被
害
な

ど
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
し
た

組
合
員
の
生
活
再
建
に
向
け
た

級
な
ど
に
も
迅
速
に
対
応
を
い

た
だ
い
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｒ
連
合
は
、
今
後
も
交
運

共
済
と
連
携
し
、
組
合
員
へ
の

福
祉
共
済
活
動
の
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

　
Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
労
働
組
合
は
、
２

０
１
５
年
12
月
に
発
足
し
た
、
ま
だ

ま
だ
新
し
い
労
働
組
合
で
、
Ｊ
Ｒ
九

州
住
宅
株
式
会
社
（
本
社
：
福
岡
市

博
多
区
）
に
勤
務
す
る
組
合
員
19
人

で
構
成
し
、
６
人
の
執
行
部
体
制
で

組
織
運
営
を
し
て
い
ま
す
。

　

業
務
内
容
に
よ
っ
て
個
々
の
労
働

環
境
が
違
う
事
も
あ
り
、
統
一
的
な

要
求
は
困
難
で
は
あ
り
ま
す
が
、

「
風
通
し
の
よ
い
組
合
」
を
目
標
に

組
合
員
の
労
働
条
件
の
改
善
、
働
き

や
す
い
職
場
創
り
、
生
活
の
維
持
向

上
を
図
る
事
を
主
た
る
目
的
と
し
て

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

等
、
お
気
軽
に
何
な
り
と
申
し
つ
け

下
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

売
買
・
仲
介
を
行
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム
の
ご
相
談

　

少
数
な
が
ら
組
合
員

一
人
ひ
と
り
が
組
合
活

動
に
参
加
し
て
も
ら
え

る
よ
う
、
組
織
強
化
を

し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
の
で
、
引
き

続
き
ご
指
導
よ
ろ
し
く

お
願
い
致
し
ま
す
。

　

な
お
、
Ｊ
Ｒ
九
州
住

宅
は
、
主
に
新
築
住
宅

の
建
設
、
リ
フ
ォ
ー
ム
・

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
商

業
施
設
施
工
、
不
動
産

ＪＲ九州住宅労働組合結成大会

委託団体から300人を超える会員が集う中、30周
年を祝う感謝の夕べが開催された

連合「共謀罪」「解雇の金銭解決制度」で集会
一般人が処罰対象となる懸念と
     人権侵害の可能性を訴える
「解雇の金銭解決制度」の問題点も指摘

特　集

悪
質
な
人
権
侵
害
・
安
全
破
壊

     

「
三
鷹
電
車
区
事
件
」
の
真
実 

⑴

民
主
化
闘
争 

17

者
共
済
生
活

協
同
組
合
）」

に
名
称
変
更

し
、
こ
の
間
、

Ｊ
Ｒ
及
び
Ｊ

Ｒ
グ
ル
ー
プ

会
社
な
ど
に

働
く
仲
間
の

福
祉
の
向
上

の
た
め
に
組

合
員
と
そ
の

ご
家
族
の
安

心
と
生
活
を

・
定
期
昇
給　

乗
数
４

・
夏
季
手
当　

２
・
７
ヵ
月

・
諸
手
当
の
改
善

・
定
期
昇
給　

所
定
の
昇
給
額

　

に
加
え
、
職
位
に
応
じ
て
５

　

０
０
〜
１
０
０
０
円
を
加
算

・
年
間
臨
給　

２
・
２
ヵ
月
＋

　

個
人
加
算

・
ベ
ア　

３
０
０
円

・
定
期
昇
給　

成
績
査
定
昇
給

　

分
平
均
１
０
０
０
円

・
定
期
昇
給　

乗
数
４

・
夏
季
手
当　

２
・
５
５
ヵ
月

・
定
期
昇
給　

５
９
６
１
円

　
（
２
・
３
５
２
％
）

・
夏
季
手
当　

２
・
９
ヵ
月

・
安
全
衛
生
委
員
会
等
の
設
置

　

50
人
未
満
の
事
業
所

・
人
員
配
置
基
準
の
見
直
し

・
ベ
ア　

社
員
５
０
０
円
、
契

　

約
社
員
（
月
額
）
８
０
０
円

・
定
期
昇
給　
実
施
（
４
号
俸
）

・
時
給
引
き
上
げ　

契
約
社
員

　
（
時
給
）
５
円

・
夏
季
手
当
、
一
時
金　

社
員

　

２
・
５
ヵ
月
＋
０
・
２
５
ヵ

　

月
、
継
続
社
員
２
・
５
ヵ
月

　

＋
０
・
３
７
５
月
、
契
約
社

　

員
（
月
額
）
１
・
２
５
ヵ
月

　

＋
０
・
６
４
５
ヵ
月
、
契
約

　

社
員
（
時
給
）
10
日
分
＋
14

　

日
分
＋
勤
続
年
数
加
算

・
ベ
ア　

５
０
０
円

・
定
期
昇
給　

標
準
乗
数
４

・
夏
季
手
当　

２
・
７
５
ヵ
月

・
育
児
制
度
の
改
善　

休
職
期

　

間
の
延
長
（
子
が
３
歳
に
達

　

す
る
日
ま
で
）

　

連
合
は
５
月
12
日
、

「
新
・
共
謀
罪
の
取

り
下
げ
を
求
め
る
院

内
集
会
」
を
開
き
、

民
進
党
の
国
会
議
員
、

構
成
組
織
の
組
合
員

ら
が
参
加
し
た
。

　

連
合
は
４
月
末
、

共
謀
罪
創
設
法
案
の

「
取
り
下
げ
」
を
求

め
る
対
応
方
針
を
確
認
。
「
廃

案
」
を
求
め
る
民
進
党
と
若
干

の
温
度
差
は
あ
り
つ
つ
も
、
内

心
の
自
由
や
結
社
の
自
由
な
ど

に
関
わ
る
法
案
の
重
大
な
問
題

点
に
つ
い
て
、
ま
と
も
な
答
弁

対
象
に
な
る
恐
れ
が
あ
り
、
人

権
侵
害
が
懸
念
さ
れ
る
と
指
摘
。

18
日
に
も
衆
院
本
会
議
通
過
が

狙
わ
れ
て
い
る
と
報
じ
ら
れ
て

い
る
こ
と
に
つ
い
て
断
じ
て
許

し
て
は
な
ら
な
い
」
と
語
っ
た
。

◆

　

５
月
15
日
と
22
日
、
連
合
は

「
『
解
雇
の
金
銭
解
決
制
度
』

導
入
反
対
厚
生
労
働
省
前
激
励

集
会
」
を
開
催
し
た
。

　

1
年
半
に
及
ぶ
「
透
明
か
つ

公
正
な
労
働
紛
争
解
決
シ
ス
テ

ム
等
の
在
り
方
に
関
す
る
検
討

会
」の
議
論
が
佳
境
を
迎
え
る

中
、
出
席
す
る
労
働
側
委
員
に

対
し
て
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。

　

冒
頭
、
主
催
者
挨
拶
に
立
っ

た
安
永
連
合
副
事
務
局
長
は
、

「
ひ
と
た
び
解
雇
の
金
銭
解
決

制
度
が
導
入
さ
れ
れ
ば
、
リ
ス

ト
ラ
の
武
器
と
し
て
猛
威
を
ふ

る
う
で
あ
ろ
う
こ
と
を
私
た
ち

は
長
い
経
験
か
ら
知
っ
て
い
る
」

と
述
べ
、
参
加
者
に
「
最
後
ま

で
導
入
反
対
の
意
思
を
示
そ
う
」

と
呼
び
か
け
た
。

が
で
き
な
い
ま
ま

採
決
を
急
ぐ
政
府

与
党
を
厳
し
く
批

判
し
た
。
逢
見
直

人
連
合
事
務
局
長

は
、
「
国
際
組
織

犯
罪
防
止
（
Ｔ
Ｏ

Ｃ
）
条
約
の
締
結

や
テ
ロ
対
策
は
必

要
だ
が
、
法
案
は

労
働
組
合
が
捜
査

解雇の金銭解決制度導入反対厚生労働
省前激励集会

新・共謀罪の取り下げを求める連合5.12院
内集会で挨拶する逢見連合事務局長

QRコード　三鷹電車区事件の実態を報告する資料

Ｊ
Ｒ
九
州
レ
ン
タ
カ
ー
＆
パ
ー
キ

ン
グ
労
組
【
５
月
９
日
妥
結
】

松
浦
商
店
労
組

【
５
月
16
日
妥
結
】

Ｊ
Ｒ
西
日
本
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュー
シ
ョ

ン
ズ
労
組
【
５
月
15
日
妥
結
】

新
幹
線
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
労
組

【
５
月
15
日
妥
結
】

東
海
キ
ヨ
ス
ク
労
組

【
５
月
18
日
妥
結
】

新
生
テ
ク
ノ
ス
労
組

【
５
月
18
日
妥
結
】

東
海
交
通
事
業
労
組

【
５
月
24
日
妥
結
】

関
西
新
幹
線
サ
ー
ビ
ッ
ク
労
組

【
５
月
19
日
妥
結
】

　
Ｊ
Ｒ
東
労
組
（
Ｊ
Ｒ
総
連
系
）

の
組
合
員
で
あ
っ
た
三
鷹
電
車

区
の
運
転
士
は
、
１
９
９
９
年

9
月
に
旧
知
の
仲
間
と
レ
ク
に

参
加
し
た
が
、
こ
の
中
に
当
時

の
Ｊ
Ｒ
連
合
構
成
組
織
で
あ
る

Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ
ン
の
組

合
員
も
参
加
し
て
い
た
こ
と
を
、

Ｊ
Ｒ
東
労
組
役
員
ら
に
問
い
詰

め
ら
れ
、
「
組
織
破
壊
者
」
と

レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
、
職
場
で

糾
弾
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

当
該
運
転
士
は
Ｊ
Ｒ
東
労
組

三
鷹
電
車
区
分
会
の
役
員
ら
か

ら
徹
底
し
た
糾
弾
、
恫
喝
を
受

け
た
。
浦
和
電
車
区
事
件
と
同

様
に
、
勤
務
前
や
非
番
の
勤
務

終
了
後
、
組
合
事
務
所
と
化
し

て
い
た
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

に
呼
び
出
さ
れ
、
多
数
の
役
員

ら
に
取
り
囲
ま
れ
て
毎
回
１
時

間
以
上
、
暴
言
を
浴
び
せ
ら
れ
、

吊
る
し
上
げ
の
よ
う
な
追
及
を

受
け
た
。
翌
月
に
は
組
合
脱
退

届
を
書
か
さ
れ
、
身
の
危
険
を

感
じ
て
Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ

ン
に
加
入
し
た
が
、
集
団
的
な

恫
喝
や
い
じ
め
は
益
々
エ
ス
カ

レ
ー
ト
し
た
。
出
勤
す
る
た
び

に
多
い
時
は
50
人
ほ
ど
が
電
車

区
通
路
に
人
垣
を
つ
く
っ
て
待

ち
受
け
、
更
衣
室
か
ら
点
呼
室
、

ホ
ー
ム
に
移
動
す
る
時
ま
で
付

き
ま
と
い
、
「
裏
切
り
者
、
な

め
る
ん
じ
ゃ
な
い
！
」
「
バ
カ

ヤ
ロ
ー
！
」
「
さ
っ
さ
と
三
鷹

か
ら
出
て
行
け
！
」
「
宿
舎
使
う

な
！
」
「
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

使
う
な
！
」
「
長
椅
子
使
う

な
！
」「
ボ
ー
ナ
ス
返
せ
！
」な

ど
次
々
に
暴
言
を
浴
び
せ
ら
れ

た
。
さ
ら
に
は
ロ
ッ
カ
ー
室
で

は
ネ
ク
タ
イ
を
掴
ん
で
締
め
上

げ
ら
れ
た
り
、
下
着
姿
を
ビ
デ

オ
撮
影
さ
れ
る
と
い
っ
た
人
権

侵
害
の
よ
う
な
い
じ
め
も
繰
り

返
さ
れ
た
。

　
Ｊ
Ｒ
グ
リ
ー
ン
ユ
ニ
オ
ン
は

「
支
援
隊
」
と
し
て
勤
務
の
た

び
に
運
転
士
を
守
ろ
う
と
ガ
ー

ド
し
た
が
、
Ｊ
Ｒ
東
労
組
は

「
支
援
隊
」
を
も
取
り
囲
み
、

暴
言
を
吐
き
、
悪
辣
な
攻
撃
を

仕
掛
け
て
き
た
。運
転
士
は
厳

し
い
環
境
の
中
で
も
安
全
運
転

に
必
死
で
努
め
て
き
た
が
、
運

転
中
の
対
向
列
車
か
ら
前
照
灯

で
パ
ッ
シ
ン
グ
さ
れ
た
り
、
電

車
区
構
内
の
信
号
機
を
数
名
で

立
ち
塞
い
で
信
号
確
認
を
妨
害

す
る
よ
う
な
安
全
運
行
を
妨
害

す
る
よ
う
な
信
じ
ら
れ
な
い
行

為
も
発
生
し
た
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）


